
成績 家計 その他 内容

北海道大学 入試合格者
2年課程：３
3年課程：２

減免 ○ 初年度のみ

1・2年生 3名程度 給付 ○ 成績優秀者 単年

新入生 30名程度 給付 ○ 入試成績優秀者 単年

全法科大学院生 年度により変動 給付 ○ 法科大学院在学生で，教授会にて成績優秀と認めた者 1年間

条件に該当する入学者年度により変動 給付 ○
早期卒業・飛び入学特別入試により入学した学生，一般入試により特に優秀
な成績で合格し入学した学生

標準修業年限

30年度4月入学者 10 給付 ○ 入学後における成績等
平成30年10月
～31年3月

29年度からの
継続者

13 給付 ○ 入学後における成績等
平成30年4月～
31年3月

29年度からの
継続者

2 給付 ○ 入学後における成績等
平成30年4月～
30年9月

30年度在学者
（欠員分）

2 給付 ○ 入学後における成績等
平成30年10月
～31年3月

一橋大学 ・新入生 2名 給付 ○ 入学者選抜において優秀な成績を収めた者 ・１年

新入生 1名 給付 ○ 入学試験において最も成績が優秀な者 １回

新入生 ２名 給付 ○ 入学試験において成績が上位2位の者及び3位の者 １回

未修２年
（編入学生を除く。） 1名 給付 ○ 前年度の成績が最も優秀な者 １回

未修3年生
及び既修2年生 1名 給付 ○ 前年度の成績が最も優秀な者 １回

金沢大学 平成27年度以降入学生5名 給付 〇 入学者選抜において優秀な成績を収めた者 ・標準修業年限

静岡大学 全法科大学院生 ３名以内 給付 ○ 前期成績優秀者 後期１回

大阪大学 全学生 ・1名 給付 ○ 経済的理由により学業の継続が困難 ・一括給付

島根大学
法務研究科の学生
（科目等履修生および
研究生を除く）

山陰地域枠から3名程度、
一般枠から2名程度

減免 ○ ○
希望者を対象として、入試合格者のうちから入試成績および自己申告書を総
合して選考

原則として3年コー
スにあっては入学し
た年度から3年間、2
年コースにあっては
入学した年度から2
年間。ただし、3年
コース2年次以降及
び2年コース2年次
については継続要
件を満たす必要あ
り。

法務研究科に所属する学生
1年次生は8人程度。
2年次以降は4人程度。

貸与（無
利子）

○
①入試成績が優秀であること（１年次生）
②前年度の学業成績が優秀であること（２・３年次生）

2年

岡山大学法学部を卒
業し、法務研究科に所
属する学生（１年次生
に限る。）

5人以内 減免 ○
①岡山大学法学部を優秀な成績で卒業した者
②入試成績上位で合格し、入学した者

1年

法務研究科に所属す
る
学生

原則として、新2年次生2
人、
新3年次生3人

給付 ○ ○ 前年度学業成績が優秀、かつ人物的に優れた者 年度ごと

重点校を卒業し、法務
研究科に所属する学
生（１年次生に限る。）

3人以内 給付 ○
①入試成績上位で合格し、入学した者　　②重点校を優秀な成績で卒業した
者

入学年度に1回
のみ給付

法務研究科に所属す
る学生（１年次生に限
る。）

2人 給付 ○ 入試成績上位で合格し、入学した者
入学年度に1回
のみ給付

・新入生 11人/11人 給付 ○ 入学事前学修確認試験において優秀な成績を収めた者 4月

・法務研究科の全学生 6人/38人 給付 ○ ＴＫＣ試験で優秀な成績をおさめた者 9月

・法務研究科の全学生 3人/38人 給付 ○ ＴＫＣ試験で優秀な成績をおさめた者 12月

既修者コース入学者 若干名 給付 〇 入学試験の上位合格者 入学時

既修者コース入学者 若干名 給付 〇 入学試験の上位合格者 入学時

未修者コース入学者 若干名 給付 〇 入学試験の上位合格者 入学時

未修者コース入学者 若干名 給付 〇 入学試験の上位合格者 入学時

新入生 1～3人 給付 ○ ○ ○ 書類選考およびプレゼンテーション
・未修者 3年間
・既修者 2年間

全学年 1人 給付 ○ ○ ○ 書類選考およびプレゼンテーション ・1年

新入生 1人 給付 ○ ○ ○ 書類選考およびプレゼンテーション
・未修者 3年間
・既修者 2年間

大阪市立大学 全員
全額（定員の１割以内）、
半額（定員の２割以内） 減免 ○ 入学者選抜試験や前学期の成績優秀者 半期ごと

新入生 3 給付 ○ 入学試験の成績上位者 年１回

新入生を除く
法科大学院生

8 給付 ○ 前年度の学業成績が優秀と認められる者 年１回

既修者コース入学者、
給付奨学生特別入試
合格による入学者

100% 給付 〇 入学を条件
標準修業年限
内

一般入試合格による
未修者コース入学者 20% 給付 〇 成績上位20％以内

標準修業年限
内

新入生（既修・未修） ８名 減免 ○ 入学者選抜において優秀な成績を収めた者 １年

新入生 ６名 減免 ○
入学者選抜において優秀な成績を収めた者（学習院大学・学習院女子大学出
身者）

１年

新入生 １０名程度 給付 60万円 ○ 入学者選抜において優秀な成績を収めた者 １年

２，３年生 １８名 減免 ○ 前年度の学内成績により選考 １年

法務研究科在籍者4人 給付 ○ ○ 人物・学業成績ともに優秀で、かつ経済的理由により修学が困難な者 1年

入学試験優秀者
未修者4人、
既修者12人

減免 ○ 入学試験優秀者
1年　※成績に
より継続

上記以外の2015年度
以前入学者全員
（原級者除く）

上記以外 給付 ○ 上記以外の2015年度以前入学者全員（原級者除く） 1年度のみ支給

資格・条件
支給・免除

期間
大学名 名称 対象

人数
又は
割合

（○／○）

種類
支給・免除

内容

東北大学法科大学
院奨学生

入学料及び初年度授業
料年額相当額（108.6万円）

千葉大学法科大学
院奨学金

○2年次必修科目合計点第１位の3年
次生：30万円
○2年次必修科目合計点第２位の3年
次生：20万円
○1年次必修科目合計点第１位の2年
次生：20万円
○2年次必修科目合計点第３位の3年
次生：10万円
○前年度入学試験（2年コース）第１位
の新2年次生：5万円
○前年度入学試験（3年コース）第１位
の新1年次生：5万円

法科大学院における成
績優秀者に対する入学
料及び授業料免除

入学料全額免除、授業料全額免除

東北大学法科大学
院奨学生

30万円

法科大学院（法曹養成
専攻）奨学金

月80,000円

法科大学院（法曹養成
専攻）奨学金

月80,000円

千葉大学SEEDS基金に
よる法科大学院奨学金

入学金及び授業料の全額を支給

法科大学院（法曹養成
専攻）奨学金

月80,000円

横浜国立大学大学院国
際社会科学府法曹実務
専攻富丘会奨学金

12万円

横浜国立大学大学院国
際社会科学府法曹実務
専攻富丘会奨学金

6万円

法科大学院（法曹養成
専攻）奨学金

月80,000円

河内奨学金 ・100万円

金沢大学学生特別支援
制度・法務研究科学生
奨励支援

月額5万円

静岡大学法科大学院奨
学金

20万円

横浜国立大学大学院国
際社会科学府法曹実務
専攻富丘会奨学金

12万円

横浜国立大学大学院国
際社会科学府法曹実務
専攻富丘会奨学金

12万円

岡山大学法科大学院奨
学金

5万円又は10万円/月額

岡山大学法曹養成支援
授業料免除 授業料の全額（804,000円）

大阪大学大学院高等司
法研究科奨学金

30万円

成績優秀者の入学料及
び授業料の特別免除制
度

入学料全額、授業料年額免除
（80.4万円）

（長期履修者は48.2万円）

岡山大学大学院法務研
究科の成績優秀学生奨
学金

1年次の授業料
年間相当額（804,000円）

広島大学大学院法務研
究科奨学金

20万円or10万円

岡山大学大学院法務研
究科金光勉学奨励金

10万円/年度

岡山大学大学院法務研
究科金光法曹養成奨学
金

1年次の授業料
年間相当額（804,000円）

特別奨学金 804,000

特別奨学金 402,000

広島大学大学院法務研
究科奨学金

1回3万円（年3回）

広島大学大学院法務研
究科奨学金

1回3万円（年3回）

鎌倉フェローシップ・沖
縄ロースクール奨学金

年額36万円

鎌倉フェローシップ・
OKINAWA Light

年額36万円

特別奨学金 804,000

特別奨学金 402,000

北海学園奨学生制度第
4種入学者特別給付金 年間授業料の全額又は半額

北海学園奨学生制度第
4種成績優秀者特別奨
学金

年間授業料の全額又は半額

当山フェローシップ琉球
大学法科大学院奨学金

年額36万円

特待生制度
半期授業料相当額の全額

及び半額

学習院大学専門職大学
院学生納付金等減免制
度

学習院桜友会助成金に
よる授業料の全額免除

学習院大学専門職大学
院学修支援金制度

特別給付奨学金 学費等全額免除

成績優秀者給付奨学金 褒賞金30万を授与

慶應義塾大学法務研究
科（法科大学院）奨学給
付制度

基準授業料全額

慶應義塾大学法務研究
科（法科大学院）奨学給
付制度

40万円

学習院大学専門職大学
院学生納付金等減免制
度

年間授業料の全額または半額

三田法曹会奨学基金 50万円

平成３０年度　法科大学院生のみを対象とした独自の経済的支援制度

東北大学

千葉大学

東京大学

横浜国立大学

岡山大学

広島大学

九州大学

琉球大学

北海学園大学

青山学院大学

学習院大学

慶應義塾大学

初年度の授業料全額免除

初年度の授業料全額免除



成績 家計 その他 内容

資格・条件
支給・免除

期間
大学名 名称 対象

人数
又は
割合

（○／○）

種類
支給・免除

内容

平成３０年度　法科大学院生のみを対象とした独自の経済的支援制度

・新入生
（Ａ・Ｂ種合計）
入学定員の２割

給付 ○ 1年

・新入生
（Ａ・Ｂ種合計）
入学定員の２割

給付 ○ 1年

・２年生以上
（Ａ・Ｂ種合計）
２年次6人、３年次８人上限

給付 ○ 1年

・２年生以上
（Ａ・Ｂ種合計）
２年次6人、３年次８人上限

給付 ○ 1年

法科大学院新入生 上位30％以上 給付 ○ 最短修業年限

法科大学院新入生 上位50％以上30％未満 給付 ○ 最短修業年限

法科大学院新入生 上位30％以上 給付 ○ 最短修業年限

法科大学院新入生 上位30％以内 給付 ○ 最短修業年限

新入生
法学研究科委員長
から推薦された者全員 減免 ○

大学の成績及び入学試験の成績が優秀で、優秀な法曹に至る見込みのある
者

1年

2年生以上
法学研究科委員長
から推薦された者全員 減免 ○ 成績優秀で優秀な法曹に至る見込みのある者 1年

1～3年次
15名程度
※各年次5名程度

給付 ○ 入学試験、各年度において成績が優秀であったもの
1年（成績により次
年度連続支給可）

1～3年次
30名程度
※各年次10名程度

給付 ○ 入学試験、各年度において成績が優秀であったもの
1年（成績により次
年度連続支給可）

1～3年次 制限なし
貸与（無
利子）

○ 経済的理由により修学が困難な学生で希望する者に対し、選考の上貸与 1年

新入生
未修者及び既修者
のうちから20名以内

給付＋減
免

○ 入学者選抜試験（スカラシップ入試）の合格者 標準修業年限

新入生
未修者及び既修者
のうちから10名以内

減免 ○ 入学者選抜試験の成績が極めて優秀な者 標準修業年限

新入生
未修者及び既修者
のうちから10名以内

減免 ○ 入学者選抜試験の成績が優秀な者 標準修業年限

新入生 合格者全員 給付 ○ 専修大学の卒業生で、入学者選抜試験の合格者 標準修業年限

２年次生（未修者）
及び３年次生

２年次生(未修者)及び
３年次生からそれぞれ若
干名

給付 ○ ○
在学生のうち、前年度の学業成績が上位であり、日頃の学習態度及び人物の
点からも専修大学が誇れる法曹となることが期待できるもの

１年

在学生 条件に適合した者全員 給付 ○
経済的理由により入学又は修学の継続のために教育ローン適用者となったも
の

採用時一括支
給

在学生 条件に適合した者全員 給付 ○
家計支持者の死亡等による経済的困窮により、修学の継続が著しく困難と
なったもの

採用時一括支
給

在学生 条件に適合した者全員 給付 ○ 火災、風水害、地震等に被災し、経済的困窮度が高くなったもの
採用時一括支
給

新入生・在学生 各学年最大7～9名 減免 〇 スカラシップ入学試験の合格者および他の入学試験の成績優秀者 修業年限

新入生・在学生 各学年最大3名 減免 〇 入学試験の成績優秀者 修業年限

在学生 各学年12名（年間） 給付 〇 各学期の成績優秀者 半期（半年）

在学生 各学年10名（年間） 給付 ○ 各学期の成績優秀者 半期（半年）

在学生 希望者
貸与（無
利子）

○ 希望者全員 修業年限

未修：入学3年以
内

0 給付 ○ ・当該年度のみ

未修：入学3年以
内

0 給付 ○ ・当該年度のみ

未修：入学3年以
内

0 給付 ○ ・最短修業年限

本研究科入学者選抜
試験を受験し、かつ入
学の意思がある者

20名上限 給付 ○
本研究科入学者選抜において特に優秀な成績を修め、かつ入学の意思があ
る者の中から選考した者

法学未修者：3
年間　　法学既
修者：2年間

本研究科入学者選抜
試験を受験し、かつ入
学の意思がある者

150名上限 給付 ○
本研究科入学者選抜において特に優秀な成績を修め、かつ入学の意思があ
る者の中から選考した者

法学未修者：3
年間　　法学既
修者：2年間

本研究科に前年度在
籍し、第一種および第
二種特別給付奨学金
の非対象者

- 給付 ○
本研究科における一定期間の学業成績が特に優秀と認められる者の中から
選考した者

1年間

第一種～第三種特別
給付奨学金の非対象
者で法務研究科に在
学する者

- 給付 ○ 第一種～第三種特別給付奨学金の非対象者で法務研究科に在学する者 1年間

法曹として将来活躍
が期待される本研究
科に在籍する学生

20名程度 給付 ○ ○
本研究科に在学し当該年度末に修了予定の者で、GPAが2．90以上かつ翌年
度の司法試験に出願した者

一括支給

・１年次
・２年次以降の前
年度第１種奨学生

既修１０名
未修５名

給付 ○ ○
・入学試験の成績が特に優秀で，人物が優れていること
・前年度の学業成績が，研究科の定める基準を満たしていること

標準修業年限

・１年次
・２年次以降の前
年度第２種奨学生

既修１０名
未修５名

給付 ○ ○
・入学試験の成績が優秀で，人物が優れていること
・前年度の学業成績が，研究科の定める基準を満たしていること

標準修業年限

２年次以降
既修５名
未修５名

給付 ○ ○ 学業成績が特に優秀で，人物が優れていること 当該年度のみ

２年次以降 ４名以内 給付 ○ ○ 学業成績が優秀で，人物が優れていること 当該年度のみ

１年次に入学を
許可された本大学

既修３名以内
未修２名以内

給付 ○ ○ 入学試験の成績が優秀で，人物が優れていること 当該年度のみ

新入生 10名 給付 ○ 入学試験成績の優れた者 1年間

新入生 10名 給付 ○ 入学試験成績の優れた者 1年間

在学生 10名 給付 ○ 前年度成績の優れた者 1年間

在学生 20名 給付 ○ 前年度成績の優れた者 1年間

新入生 2名 給付 ○ 入学試験成績の優れた者 1年間

既修者・未修者 各入学年度約２４名 給付 ○ 入学試験成績上位者，学部成績優秀者 標準修業年限

既修者 各入学年度約２０名 給付 ○ 入学試験成績上位者 最短修業年限

明治大学
法科大学

既修者・未修者 各入学年度約４０名 給付 50万円 ○ 入学試験成績上位者 最短修業年限

法務研究科
特待生入試合格者 10名程度 減免 ○ 特待生入試合格者全員 標準修業年限

法務研究科
特待生入試合格者 最大6名 給付 ○ 特待生入試合格者のうち入試成績上位者 標準修業年限

法務研究科在学生

在学生：各学年の学業
成績上位10％程度の者
（全額）
各学年の学業成績上位
30％程度の者から全額
支給者を除いた者（40
万円）

減免 ○ 前年度学業成績 1年

法科大学院奨学金 Ａ種：授業料全額相当額

法科大学院奨学金 Ｂ種：授業料半額相当額

法科大学院新入生
奨学金

Ａ種：授業料全額相当額

法科大学院新入生
奨学金

Ｂ種：授業料半額相当額

上智大学法科大学院在
学生特別奨学金

授業料全額（889,000円）、
または半額（444,500円）相当額

法科大学院給付奨
学金A

授業料全額相当

法科大学院特別奨学金
【学内進学者】

Ｂ種：授業料半額相当額

上智大学篤志家（フラン
シスコ・スアレス）奨学金

授業料全額（889,000円）、
または半額（444,500円）相当額

スカラシップ入試奨
学生

入学金、授業料及び
施設費相当額並びに月額８万円

（年額96万円）

新入生学術奨励奨
学生Ａ

入学金、授業料及び
施設費相当額

法科大学院給付奨
学金B

授業料半額相当

法科大学院貸与奨
学金

在学中の貸与
総額300万円まで

今村力三郎記念奨
学生

授業料の２分の１
相当額

利子補給奨学生
教育ローン適用者に

対して当該年度の利子補給分

新入生学術奨励奨
学生Ｂ

授業料の２分の１
相当額

新入生特別学術奨
励奨学生

月額８万円
（年額96万円）

創価大学法科大学院牧
口記念教育基金会Ⅰ種

年額100万円

創価大学法科大学院牧
口記念教育基金会Ⅱ種

年額50万円

家計急変奨学生 授業料の25％相当額

災害見舞奨学生 20万円を上限

創価大学法科大学院貸
与奨学金

月額5万円

法務研究科奨学生
A

学費全額支給

創価大学法科大学院給
付奨学金

半期30万円

創友会法科大学院スカ
ラシップ

半期15万円

中央大学大学院法務研
究科特別給付奨学制度
第一種特別給付奨学金

入学金を除く学費
相当額（170万円）

中央大学大学院法務研
究科特別給付奨学制度
第二種特別給付奨学金

入学金を除く学費相
当額の半額（85万円）

法務研究科奨学生
B

学費半額支給

法務研究科奨学生
C

教育ローン
支払利息相当額

中央大学法曹会奨学金
制度

30万円

日本大学大学院法務研
究科奨学金第１種

授業料相当額
（年額９８万円）

（２年次以降は，成績により５０万
円の場合あり）

中央大学大学院法務研
究科特別給付奨学制度
第三種特別給付奨学金

学費相当額の半額
（85万円）

中央大学大学院法務研
究科特別給付奨学制度
第四種特別給付奨学金

私立大学等経常費補助金におけ
る各年度の交付基準に基づき、学
校法人中央大学が別に定める金

額

日本大学大学院法務研
究科奨学金第４種

授業料相当額の半額
（年額５０万円）

日本大学大学院法務研
究科奨学金第５種

年額５０万円

日本大学大学院法務研
究科奨学金第２種

授業料相当額の半額
（年額５０万円）

（２年次以降は，成績により９８万
円の場合あり）

日本大学大学院法務研
究科奨学金第３種

授業料相当額
（年額９８万円）

成績優秀者奨学金
（A）

授業料相当額（108万円）

成績優秀者奨学金
（B）

授業料半額相当（50万円）

入学時特別奨学金
（A）

授業料相当額（108万円）

入学時特別奨学金
（B）

授業料半額相当額（54万円）

明治大学法科大学
院給費奨学金（A)

授業料年額相当額（116万円）

立教大学法務研究科特
待生入試給与奨学金

授業料および教育充実費の
全額

入学時特別奨学金
（月額）

月額5万円

明治大学法務研究
科給費奨学金

学費年額相当額（154万円）

立教大学法務研究科特
別給付奨学金

年額50万円

立教大学法務研究科給
与奨学金

全額支給者：授業料および
教育充実費の全額（129.1万

円）
それ以外：40万円

Ａ種：授業料全額相当額

駒澤大学

上智大学

成蹊大学

専修大学

創価大学

大東文化大学

中央大学

日本大学

法政大学

明治大学

立教大学

法科大学院特別奨学金
【適正試験】

法科大学院特別奨学金
【適正試験】

法科大学院特別奨学金
【学内進学者】

Ａ種：授業料全額相当額

Ｂ種：授業料半額相当額



成績 家計 その他 内容

資格・条件
支給・免除

期間
大学名 名称 対象

人数
又は
割合

（○／○）

種類
支給・免除

内容

平成３０年度　法科大学院生のみを対象とした独自の経済的支援制度

全学年
学年・未修/既修別に
上限あり

給付 ○ 学業成績が優秀なもの
1年（単年度）または
2年間・3年間

全学年 2名 給付 ○ 学業成績が極めて優秀なもの 1年（単年度）

新入生
7名

給付 ○ 早稲田大学法学部卒業生（成績優秀者） 1年（単年度）

全学年
2名

給付 ○ 早稲田大学法学部卒業生（経済支援が必要な者） 1年（単年度）

神奈川大学 法科大学院生 - 給付 ○ 在学生：1学年毎の学業成績が優秀な者 1年

１・２・３年 各学年８名以内 給付 ○ ○ ○

1年次生については、入学試験の成績及び面接
2・3年次生については、前セメスターまでの学業成績
（５段階評価平均値２．１以上）及び面接
本人の経済状況

１年

１・２・３年 各学年１０名以内
貸与（無
利子）

○ ○ ○

1年次生については、入学試験の成績及び面接
2年時生については、前セメスターまでの学業成績
（５段階評価平均値１．５以上）及び面接
本人の経済状況

１年

全学年 条件に適合する者 減免 〇 成績上位４位以内かつGPA2.5 1年

全学年 条件に適合する者 減免 〇 成績上位12位以内かつGPA2.5 １年

新入生 2名を上限
貸与（無
利子）

○ ○

①経済的に修学が困難と認められる者、②成績が優秀である者、③修学を継続しうると認めら
れる者、④返還義務を履行しうると認められる者、①から④をすべて満たす者
弁護士資格を取得し、法律事務所等で3年程度の実務経験を積んだ上で、弁護士過疎地域に3
年間就任した場合は、決定により、貸与金の返還を免除する

最短修業年限

全員 給付
本制度を利用しなければ入学金及び学費を納付できない者で、本制度に基づき提携金融機関
に立替払いを求めた者

全員 1～4名 給付 ○ 入学試験に優秀な成績で合格した中より選考（入学試験の出願時に願出）
・3年生コース3年間
・2年生コース2年間

全員 7～10名 給付 ○ 入学試験に優秀な成績で合格した中より選考（入学試験の出願時に願出）
・3年生コース3年間
・2年生コース2年間

全員 数名
貸与（無
利子）

○ ○ ○
①経済的に修学が困難と認められる者、②成績が優秀である者、③修学を継続しうると認めら
れる者、④返還義務を履行しうると認められる者、①から④をすべて満たす者

2学期（2セメスター）
を上限

A日程入試合格者 年間２名 減免 ○ A日程入試成績優秀者 １年（継続有）

A日程入試合格者 年間３名 減免 ○ A日程入試成績優秀者 １年（継続有）

入試合格者 年間２名 減免 ○ 入試成績優秀者 １年（継続有）

在学生 20% 給付 ○ 前年度の学業成績が上位20% 5月頃

在学生 20% 給付 ○ 前年度の学業成績が上位20%～40% 5月頃

新入生 50% 給付 ○ 法学既修者のコースの入試成績上位50% 5月頃

新入生 25% 給付 ○ 標準修業コースの入試(A日程）成績上位25% 5月頃

新入生 50% 給付 ○ 標準修業コースの入試(A日程以外）成績上位50% 5月頃

在学生 制限なし
貸与（無
利子）

○ 希望する者 5月頃

法務研究科長期
在学者として入学
が認められた者

制限なし 減免 ○ 希望する者
標準修業年限
（4年）

専門職学位課程生 制限なし 減免 ○
修了に必要な単位をすべて修得しかつ必修の法律基本科目のGPAが1.5
 以上ある者で、科目の履修登録をしない者 申請学期

名城大学 在学生（2年生以上）

12名以内（授業料及
び施設費の年額給付
は未修者4名以内）

給付 ○ 入学後の学業成績優秀者 当該年度

上位10％以内 上位10％以内 減免 ○ 上位10%以内でGPA2.4.以上の者 各期

上位30％以内 上位30％以内 減免 ○ 上位30%以内でGPA2.0.以上の者 各期

上位40％以内 上位40％以内 減免 ○ 上位40%以内でGPA1.8.以上の者 各期

上記以外の者 上記以外の者 減免 ○ 上記以外の者 各期

全員 5名以内 給付 ○
学業成績優秀者であって、家計急変等のやむを得ない理由により、学費納入
又は修学の継続が困難になった者（標準修業年限内の者）

随時受付・当該年
次

新入生（既修のみ）
1年次生4名（既修のみ）
2年次生9名（第2類と合
計）

給付 ○ ○
勉学意欲が旺盛で，学業人物ともに優秀な者
※1年次生は入学試験の成績により選考，2年次生は入学初年度の学業成績が所定の水準に
達しなかった場合は継続給付を取消

2年

全学年

1年次生5名
2年次生9名（第1類と合
計）
3年次生3名

給付 ○ ○
勉学意欲が旺盛で，学業人物ともに優秀な者
※1年次生は入学試験の成績により選考，2年次生以上は学業成績優秀者の中から選考 1年

全学年
1・2年次生36名
3年次生12名 給付 ○ ○

勉学意欲が旺盛で，学業人物ともに優秀な者
※1年次生は入学試験の成績により選考，2年次生以上は学業成績優秀者の中から選考 1年

全学年 人数上限なし
貸与（無
利子）

○ ○ ○
学資支弁に支障のある人
※1年次生は入学試験合格を以て基準を満たす，2年次生以上は司法研究科の推薦による 各学期

全学年 人数上限なし
貸与（無
利子）

○ ○ ○
学資支弁に支障のある人
※1年次生は入学試験合格を以て基準を満たす，2年次生以上は司法研究科の推薦による 各学期

新入生（同志社大学
の卒業生・学部からの
飛び入学者・大学院
修了生）

人数上限なし 給付 ○ 同志社大学の卒業生・学部からの飛び入学者・大学院修了生であること 各学期

新入生 10名程度 減免 ○ 入試成績 1年

新入生 40名程度 減免 ○ 入試成績 1年

新入生 5名程度 減免 ○ 入試成績 2年

2年生以上 10名程度 減免 ○ 成績（ＧＰＡ） 1年

2年生以上 40名程度 減免 ○ 成績（ＧＰＡ） 1年

2年生以上 5名程度 減免 ○ 成績（ＧＰＡ） 2年

稲門法曹奨学金
秋学期授業相当額また年間

授業料相当額

武本（裵）孝俊奨学
金

20万円

法科大学院給費生
①100万円＋学費

 ②100万円 ③50万円

隅野克子奨学金 70万円

池田正範奨学金 70万円

桐蔭横浜大学法科大学
院　特別奨学金 授業料全額免除

桐蔭横浜大学法科大学
院　一般奨学金 授業料40万円免除

関東学院大学法科
大学院奨学金

授業料及び施設費の合計
相当額

関東学院大学法科
大学院学費貸与奨
学金

授業料及び施設費の合計
の５０％相当額

専門職大学院給付
奨学金

授業料及び教育充実費
年額相当額（Ａ）（１１７万円）

専門職大学院給付
奨学金

授業料及び教育充実費
年額の2分の1相当額（Ｂ）

（５８．５万円）

法科大学院地域貢
献奨学金

最短修業年限の貸与金

法科大学院学費サ
ポートプラン

立替手数料相当額
（3％を上限とする）

中京大学法科大学院授
業料減免制度

授業料年額の1/2
免除

中京大学法科大学院授
業料減免制度

授業料年額の1/2
免除

専門職大学院貸与
奨学金

学費（授業料及び教育充実費）
相当額を上限とする

中京大学法科大学院授
業料減免制度

授業料年額免除

南山大学大学院法務研
究科給付奨学金（第3
種）

100万円

南山大学大学院法務研
究科給付奨学金（第4-1
種）

100万円

南山大学大学院法務研
究科給付奨学金（第1
種）

50万円

南山大学大学院法務研
究科給付奨学金（第2
種）

30万円

法務研究科長期在学者 授業料の25％（25万円）

専門職学位課程特別残
留者

授業料・施設設備費

南山大学大学院法務研
究科給付奨学金（第4-2
種）

50万円

南山大学大学院法務研
究科貸与奨学金

100万円、50万円、
30万円のうち希望する額

京都産業大学大学院法
務研究科成績優秀者授
業料減免

半額

京都産業大学大学院法
務研究科成績優秀者授
業料減免

1/4免除

大学院法務研究科学業
優秀特別奨学生

授業料・施設費の年額又は
授業料・施設費の年額の1/2

京都産業大学大学院法
務研究科成績優秀者授
業料減免

授業料全額

同志社大学大学院司法
研究科奨学金
（第2類奨学金）

年間の登録単位数に応じた単位
授業料相当額

同志社大学大学院司法
研究科奨学金
（第3類奨学金）

年間の登録単位数に応じた単位
授業料相当額の2分の1

京都産業大学大学院法
務研究科成績優秀者授
業料減免

５万円

京都産業大学大学院法
務研究科給付奨学金

同志社大学大学院司法
研究科奨学金
（第1類奨学金）

年間の登録単位数に応じた単位
授業料相当額を2年間継続して支

給

同志社大学大学院司法
研究科特別支給奨学金

年間100,000円

立命館大学法科大学院
奨励奨学金（新入生Ａ奨
学金）

授業料年額
（130.7万円）

同志社大学大学院司法
研究科貸与奨学金

一学期の登録単位数に応じた単
位授業料相当額の2分の1

同志社大学大学院司法
研究科貸与奨学金

一学期の登録単位数に応じ
た単位授業料

相当額

立命館大学法科大学院
奨励奨学金（在学生Ａ奨
学金）

授業料年額
（130.7万円）

立命館大学法科大学院
奨励奨学金（在学生Ｂ
奨学金）

60万円

立命館大学法科大学院
奨励奨学金（新入生Ｂ
奨学金）

60万円

立命館大学法科大学院
奨励奨学金（新入生Ｓ奨
学金）

授業料年額
（130.7万円）

立命館大学法科大学院
奨励奨学金（在学生Ｓ奨
学金）

授業料年額
（130.7万円）

早稲田大学

関東学院大学

桐蔭横浜大学

愛知大学

中京大学

南山大学

京都産業大学

同志社大学

立命館大学

月額10万円



成績 家計 その他 内容

資格・条件
支給・免除

期間
大学名 名称 対象

人数
又は
割合

（○／○）

種類
支給・免除

内容

平成３０年度　法科大学院生のみを対象とした独自の経済的支援制度

新入生
資格条件に適合する
者全員

給付 ○ 卒業見込者特別入学試験及び早期卒業者特別入学試験合格者全員 1年

新入生
資格・条件に適合する者に
対し、予算範囲内で成績
上位者から給付

給付 ○ 一般入学試験及び実務経験者特別入学試験成績優秀者 1年

新入生
資格条件に適合する
者全員

給付 ○ 関西大学法科大学院給付奨学金の受給対象とならなかった者 1年

在学生
資格・条件に適合する者に
対し、予算範囲内で成績
上位者から給付

給付 ○ 前年度の学業成績に基づく成績優秀者 1年

在学生
資格条件に適合する
者全員

給付 ○ ○
関西大学法科大学院給付奨学金の受給対象とならなかった者のうち所定の成績基準を満たす
者 1年

入学生 5名 減免 〇 入学試験で一定基準の成績を修めた者の中からの序列 １年

入学生 12名 減免 〇 入学試験で一定基準の成績を修めた者の中からの序列 １年

在学生 各学年5名 減免 〇 前年度にそれぞれ別に定める基準を満たす成績を修めた者の中からの序列 １年

在学生 各学年12名 減免 〇 前年度にそれぞれ別に定める基準を満たす成績を修めた者の中からの序列 １年

・新入生（入学時採用）

Ａ日程入試　－入学者全
員
Ｂ・C日程入試　－２日程
合わせて既修２名、未修２
名程度

給付 ○

【採用基準】
 1. Ａ日程入試による入学者：入学者全員を採用（入試成績に基づく）
 2. Ｂ・C日程入試による入学者：既修者２名、未修者２名を目処として研究科内委員会にて選考
（入試成績上位者から採用）
【採用継続基準】前年度成績にて判定
 1. ３２単位以上修得
 2. 進級要件を満たしている
 3. 同年度入学者内、同コースの平均ＧＰＡ以上かつ上位５０％以上の成績であること。

・標準修業年限

・新入生（入学時採
用）

Ｂ・Ｃ・D日程入試　－３日
程合わせて既修３名、未修
３名程度

給付 ○

【採用基準】
 1. Ｂ・Ｃ・D日程入試による入学者：Ｂ・Ｃ・D日程入試による入学者をあわせ、既修者３名、
未修者３名を目処として研究科内委員会にて選考（入試成績上位者から採用）
【採用継続基準】前年度成績にて判定
 1. ３２単位以上修得
 2. 進級要件を満たしている
 3. 同年度入学者内、同コースの平均ＧＰＡ以上かつ上位５０％以上の成績であること。

・標準修業年限

・在学生（特別支給・
第１種支給奨学金受
給者は除く）

２名前後 給付 ○ ○

【採用基準】
　◆入学初年度
　  …当年度春学期成績にて判定
　◆２年目以降
　　…当年度通年成績にて判定
　①修得単位数 入学初年度 １６単位以上
　　　　　　　　　　　２年目以降   ３２単位以上
　②ＧＰＡが各コース平均以上かつ上位５０％以上
　③家計基準  日本学生支援機構第二種貸与
　　　　　　　　　　奨学金の収入基準以下

・１年間

・新入生・在学生（特
別支給・第１種・第２
種支給奨学金受給者
は除く）

30名前後 給付 ○ ○
上記特別支給・第１種・第２種支給奨学金採用者を除く在学生（但し、進級不可者を
除き、標準修業年限内の在籍者に限る）

・１年間

・新入生（Ａ日程入
学者）（入学時採
用）

Ａ日程入学者 給付 ○ 入試日程のうち、Ａ日程入試による入学者全員を採用（入試成績に基づく） ・初年度

在学生 在学する全学生 給付 ○ ○
前年度の成績が一定の水準に達していない場合は支給を停止（支給対象者
は、学費免除者を除く）。

標準修業年限

在学生 各年度の入学者のうちから選出。既修10名、未修5名を上限とする。減免 ○ 入学者選抜において優秀な成績を収めた者 標準修業年限

3年次 1人 給付 ○ 成績優秀者 通年

3年次 3人 給付 ○ 成績優秀者 通年

3年次 3人 給付 ○ 成績優秀者 半期

2年次 3人 給付 ○ 成績優秀者 通年

2年次 3人 給付 ○ 成績優秀者 半期

１年次 6人 給付 ○ 成績優秀者 通年

１年次 6人 給付 ○ 成績優秀者 半期

1～3年次
入学時8人以内
入学2年次5人以内
入学3年次5人以内

給付 ○
・入学者選考時の成績が優秀なもの
・前年度の学業成績が優秀なもの

1年間

1～3年次
入学時5人以内
入学2年次5人以内
入学3年次5人以内

給付 ○ 特待生に次ぐ成績上位者 1年間

新入生 2人以内 給付 ○ ○ 本学法学部卒業生で入学者選考の成績が優秀なもの 原則3年間

関西大学法科大学院給
付奨学金

授業料及び教育充実費の全額相
当又は半額相当

関西大学大学院法務研
究科（法科大学院）学習
奨励金

授業料及び教育充実費の合計額
から国立大学における授業料相
当額を差し引いた金額相当額

関西大学法科大学院給
付奨学金

授業料及び教育充実費の全額相
当

特待生制度/入学者特
待生

授業料全額

特待生制度/入学者特
待生

授業料半額

関西大学法科大学院給
付奨学金

授業料及び教育充実費の全額相
当又は半額相当

関西大学大学院法務研
究科（法科大学院）学習
奨励金

授業料及び教育充実費の合計額
から国立大学における授業料相
当額を差し引いた金額相当額

関西学院大学法科特別
支給奨学金

学費全額相当額
（入学金は除く）

関西学院大学法科第１
種支給奨学金

学費半額相当額
（入学金は除く）

特待生制度/成績優秀
者特待生

授業料全額

特待生制度/成績優秀
者特待生

授業料半額

関西学院大学法科第入
学支給奨学金

入学金相当額

法科大学院給付奨
学金

年額30万円

関西学院大学法科第２
種支給奨学金

学費半額相当額

関西学院大学法科第３
種支給奨学金

国立大学ロースクールとの学
費の差額相当額

西南学院大学大学院法
務研究科成績優秀者奨
学金

授業料及び施設費
全額　88万円

西南学院大学大学院法
務研究科成績優秀者奨
学金

授業料及び施設費
半額　44万円

学費免除 学費全額

西南法曹会成績優秀者
奨学金

授業料及び施設費
全額　88万円

西南学院大学大学院法
務研究科成績優秀者奨
学金

授業料及び施設費
半額　44万円

西南学院大学大学院法
務研究科成績優秀者奨
学金

授業料及び施設費
全額　88万円

西南学院大学大学院法
務研究科成績優秀者奨
学金

授業料及び施設費
半額　44万円

髙田法曹育成基金奨学
金 120,000円／月額

特待生奨学金 授業料相当額

準特待生奨学金 授業料半額相当額

西南学院大学大学院法
務研究科成績優秀者奨
学金

授業料及び施設費
全額　88万円

関西大学

近畿大学

関西学院大学

甲南大学

西南学院大学

福岡大学


